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創業以来の循環型ビジネスで、

限りある資源を生かし、環境保全に努めます。

ダスキンは、暮らしに密着した商品とサービスをお届けする企業として、「安

全・安心であること」を最大の社会的責任と考え、その追求に力を注いで

まいりました。「安全・安心であること」への責任は、地球環境に対しても、

社会環境に対してもまた、同様に果たすべき課題ととらえ、真摯に取り組

んでおります。

ダスキンは創業以来、独自のレンタルシステムを基本とした循環型の事業活

動を展開しています。何度も何度も商品の再生を繰り返して、最後まで資源

を生かし切るダスキンのビジネスは、省資源型ビジネスのパイオニアとして、

社会的にも、消費者・お客さまにも、高い評価をいただいています。その事業

の仕組みを持続し、さらに推進するために、それぞれの事業では、全国の

フランチャイズ加盟店や工場とともに国際規格ＩＳＯ１４００１の認証を取得し、

環境マネジメントに取り組んでおります。今後も環境保全へのお役立ちを通

じて、循環型社会への一層の貢献を果たしてまいります。

消費者・お客さまとの対話を大切にしながら、法令遵守はもちろん、厳重な

自主基準を徹底し、真に求められるＮｏ.１の品質を目指すこと。そして創業

の精神である「喜びのタネをまく会社」の原点に戻り、消費者・お客さまと社

会に本当に役立つ商品・サービスを提供し続けてまいります。

ごあいさつ

代表取締役社長

※このレポートは、２００３年度の実績を中心として、環境への取り組みと化学物質などに対する安全管理の状況をまとめたものです。



必要なときに必要な商品をレンタルするレントオールの

リユース（再利用）サービスは、もっとも理想的な資源

循環システムともいえます。レンタル商品の充実やイン

ターネットによる中古品販売とともに、新たに新品を販

売し、買い戻しを行うサービスもテスト導入。利便性を

向上し、商品の活用機会を増やすことで、資源の有効

活用を促進しています。

営業中の品揃えと食品廃棄物削減の両立に取り組む

ミスタードーナツでは、ドーナツの製造量を細かくコント

ロールし、廃棄量を削減。関東圏では、閉店時に残っ

たドーナツを回収し、畜産用の飼料原料として有効利

用しています。定期交換された揚げ油も回収し、石け

んなどにリサイクル。配送ルートを活用した独自の循環

型システムで資源の有効活用を図っています。

生活用品レンタル １２ページ

必要なときだけ利用する
資源の再利用促進システム

閉店時の陳列商品や廃油を回収、
再資源化する食品循環システム

食品リサイクル １０ページ
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モップやマットなどおそうじ用品は、寿命が尽きるまで何

度も何度も繰り返し再生されます。再生を行う工場で

は、高い再生率を実現しながら省資源・省エネルギー

につながる技術を追求。水の循環利用や、再生工程

から出る副排出物の再資源化とともに、寿命を終えた

商品自体の再資源化・有効活用にも取り組み、大きな

成果を上げています。

おそうじ用品レンタル ６ページ

商品の資源価値を生かし切る
創業以来の循環システム
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販売 

生産 

再生 

回収 

再資源化 

「安全・安心」を最優先に考えた
商品・サービスを追求しています。
ダスキンでは、品質保証の一環として、全

社で「安全・安心」に取り組んでいます。商

品の生産・加工・物流から、サービスの施

工やそれに使用する薬剤などすべての段階

で、化学物質や原材料の安全性と環境保

全への配慮を最優先する管理体制を確

立。人体にはもちろん、社会環境にも安全

性の高い商品・サービスを提供することで、

消費者・お客さまや社会からの信頼に応え

ることができるよう努めています。

限
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あ
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ダスキンは創業以来、生産、販売（お届け）、回収、再生を繰り返す「レンタル」が基本。

限りある資源を最大限に活用し、廃棄を削減する循環型のシステムが

事業活動のベースです。省資源に貢献しながら快適な生活環境を提供する

ダスキンの事業ポリシーは、レンタルだけにとどまらず、

すべての事業分野で共有されています。



お使いになった 
商品を回収 

汚れた商品を 
運搬 

キレイな商品を 
お届けレンタル 

キレイな商品を 
運搬 
 

消費者・お客さま 

ダスキンの工場 

お客さま係 

ダスキンのお店 

洗浄排水 

廃水処理 

洗　　浄 

水の 
リサイクル 

再資源化 

分離した 
ホコリ 

廃棄品 

水を 
キレイにして 
放流 
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商品の修理・再生技術が向上
繰り返し使ううちにシミや変色、破れなどが

できた商品は、通常工程では再生できなくな

ることもあります。ダスキンではこれらの商品を

「眠っているが貴重で価値のあるもの」として

「タカラ品」と呼び、独自の再生技術により修

理・再生。多くのタカラ品を商品としてよみが

えらせることに成功しています。

２００４年４月には、熊本中央工場でマットの

修理跡が目立たない新しい修理方法（特許

申請中）を確立しました。

商品の二次活用で省資源を促進
創業時からの家庭用ダストクロス「ニュー

ホームダスキン」の素材は、綿とレーヨン。い

つまでも柔らかく、特殊な織り方のため、油

などをよく吸収します。この素材特性を生か

し、約２０回繰り返し使用され、ひとつの商品

としての寿命が尽きた後も、工場用ウエスと

して生まれ変わります。

マットは、同じ考えで他の用途のマットに

再生。ひとつ

の資源の価値

をさらに高める

二次活用技術

の開発が進ん

でいます。

リサイクルしやすい商品仕様を追求
レンタル商品は再生・再利用までを考えた

設計で、最後まで資源を有効活用できるよう

配慮されています。その一環として、リサイク

ルしやすい素材、構造への改良・改善も続

けています。

２００３年度に新製品として導入された家庭

用浄水器「おいしい水プチⅡ」は、内筒部の

素材をポリプロピレンに統一し、リサイクル

がしやすい構造を採用しました。

安全・安心への
取り組み

リサイクルしやすい素
材、構造でつくられた
「おいしい水プチⅡ」

２００３年度の
廃棄物削減量３,０００ｔ

マットの修理技術開発に
成功した熊本中央工場
は、社長賞に輝きました

洗剤の成分など、安全性を第一に考えた商品開発を行っています。

理想的な未来の洗剤を追求

より一層の安全性を求めた商品開発も進めています。家庭用洗剤

では、食品に使うことが認められた成分のみでつくる商品の研究、開

発に取り組んでいます。

また、人間がつくった化学物質は、現在安全とされているものでも、

数十年の歴史しかないものがほとんどです。最近、昔から伝統的に使

われ、安全性について十分確認されている香料成分などの中に、防

カビ、防虫、除菌、消臭効果を持つものがあることが分かり、それらを

取り入れた商品も研究中。高品質でありながら、人体にも環境にも

安全・安心であることを最優先した商品開発を続けています。
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商品の再生率がさらに向上。
使用済み商品のリサイクルも進んでいます。

ダスキンでは、マットやモップなどのレンタルサービスによ

り、省資源と廃棄物削減を追求。貴重な資源を、最小限の

エネルギーで最大限に活用することに取り組んできました。

何度も再生するレンタル商品は、再生率が高まれば、

資源活用効果も高くなります。開発研究所を中心に、商

品の再生効果を高める研究を続けてきたダスキンでは、

品質を維持しながら、繰り返し再生に耐える素材や商品

構造に、設備と技術の双方から挑戦。通常では再生不

可能とされる商品も、特殊な修理技術を開発することなど

で、ほとんどの商品の再生率を９５％以上に保っています。

これは使い捨て商品と比較して、同じ量の資源が２０倍以

上活用されることを示しています。

再生工程の省資源・省エネルギー、廃棄物削減にも

取り組み、排出される固形工場廃棄物は８０％以上が再

資源化されています。

商品でも、レンタル寿命を終えたマットやモップなどの

繊維製品は、すでに再資源化率１００％を達成しています。

現在、モップのハンドルや浄水器の本体などの回収、再

資源化も進めています。

おそうじ用品レンタル

➜

家庭用ニューホームダスキン 工場用レンタルウエス

事業所用の
「ニューダスキンモップ」
などは、工場用のモップ
として再生

「ベーシックマット」としての役目を
終えたあとは、他の用途のマットに再生

※安全性や環境ホルモン作用などに疑問が残る化学物質を指定し、使用量や排出量を管理することを決めた法律

マット・モップには食品並みの安全基準

ダスキンでは、従来より、商品の安全性を徹底して追求してきました。

レンタルモップやマットには、ホコリを効果的に取るための吸着剤が使

用されています。この吸着剤は、もしも誤って赤ちゃんが口に入れたり、

なめたりしても大丈夫なように、食塩や砂糖など食品と同じレベルの

安全性を基準としてつくられています。これらの試験や評価は社外の

第三機関でも行い、確認されています。

安全性が確認されていない成分を排除

洗剤などの成分も、可能な限り天然成分を主原料とした、生分解性

の高いものを使用しています。

ＰＲＴＲ法※に指定された成分をすべての商品から取り除

く取り組みを進め、家庭用商品では２００２年度までに全商

品から排除。事業所用商品でも２００４年度中に全廃を目指

しています。商品やパッケージ素材から、塩化ビニルなどの

塩素系樹脂を排除する取り組みも進めており、２００５年には

使用商品をゼロにする予定です。



モップやマットのホコリを資源化
モップやマットの洗濯排水を浄化する際に

取り除かれたホコリや汚れは、汚泥（スラッジ）

という固まりにします。汚泥は商品再生時に

出る全工場の固形廃棄物の約８０％を占めて

いましたが、１９９９年度よりセメントの原料とし

て活用がスタート。２００２年度には全国４７工

場で活用率１００％を達成しました。

現在、さらに良好なセメント原料とするため、

汚泥の塩素分低減に取り組んでいます。

軟水化技術で洗浄効果をアップ
モップやマットを洗濯する際に使用する水

を軟水化することで、洗浄効果を高める技術

を検証中。洗剤の使用量は約半分、汚泥の

削減にも効果が期待されています。従来より

リサイクルが容易な水になるため、水の使用

量削減にもつながります。

現在、横浜中央工場と仙台中央工場で

テスト導入中。品質面への影響など、すべて

の検証を終えた後、全国の工場に導入する

予定です。

コージェネレーションシステムの導入
工場内にガスエンジン式コージェネレーショ

ン発電システムを導入し、自家発電しながら、

発電の際に出る熱を洗浄や乾燥に有効利

用するテストを２００２年度から進めています。

エネルギー効率を高めることにより、地球温

暖化の原因となる二酸化炭素の排出を２０％

削減する効果が確認されています。
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地域と共生する工場を目指し、環境保全への取り組みを続けています。

安全・安心への
取り組み

水を軟水化するプラント

●汚泥の資源化の推移

１９９９
年度

１００（％）

５０

０

２０００
年度

２００１
年度

２００２
年度

２００３
年度

０％

５３％

７４％

１００％

自主基準値を定め、環境負荷を低減

ダスキンの商品を洗浄、再生する工場では、水質汚濁防止法が

施行された１９７１年６月以前から廃水処理システムを導入。それ以来、

「自然からお預かりしたものは、もとの状態にして自然にお返しする」

という創業者の理念を受け継ぎ、法規制よりさらに厳しい自主基準

値を設定し、放流水の水質保全に取り組んできました。

洗浄で使用する洗剤などに含まれるＰＲＴＲ物質についても、２００３

年度には３物質にまで削減。完全排除を目指し、研究を進めてい

ます。

工場からの排出ガスの環境負荷低減に対しても取り組みを進め、

２００３年度に焼却炉の撤去を全工場で完了。ボイラーなどからの排

出ガスも基準値を設け、適切な処理・管理に努めています。

臭気や防災対策も徹底

現状でも悪臭防止法への違反はありませんが、

地域の生活者に不快感を与えないよう、工場周辺

の巡回、臭気チェックなどを実施。設備の改善によ

る対策も進めています。また、火災

発生防止のため、設備の改善を図

るとともに、防災体制を整備し、継

続した取り組みを続けています。

地域に開かれた工場を目指し、工場見学会を計画

全国の４７工場では、要望に応じて工

場見学を受け入れています。

２００４年度からは、小中学生などの社

会見学の場としてより有効に活用でき

るよう受け入れ態勢を整備中。地域の

方々に対しても、ダスキンの環境への

取り組みなどを実際に確認できる場と

して、積極的に見学会を実施していく予定です。

愛知中央工場での鉛基準超過問題への対策
２００２年９月、愛知中央工場で放流水に排水基準を超える鉛が検

出されたとして、愛知県より改善命令が出されました。ダスキンでは

この事実を真摯に受け止め、徹底した再発防止対策に取り組んで

きました。

①鉛などの有害物質が工場に入らないよう管理を強化する。

②法令基準を上回る自主基準により排水を管理する。

この２項目を中心に管理を徹底し、２度と基準値を超えない体制

を構築。現時点で、愛知中央工場をはじめ全国の工場の放流水は

良好な状態を維持しています。今後も手を緩めることなく、徹底した

管理を継続していきます。

資源化

１００％
を維持

工場見学会は関東、大阪の工場よ
り実施予定

コージェネレーション
システムを利用

電気

発電熱

ロス（熱）

２０％

熱の
有効利用

乾燥機

洗濯機

洗濯水を温める
ための熱源

➜

発電所より
電力を購入

電気

３８％

ロス（熱）

６２％

使用済み商品の再資源化を強化
寿命の尽きたマットやモップなど、レンタル

繊維製品の再資源化はすでに１００％。次の

ステップとして、モップを取り付けるハンドル部

分や空気清浄機の本体などをリサイクル・再

資源化する取り組みを、２００４年１月より開始し

ました。

商品をすべて分解し、再び資源として有効

活用するこのシステムは、一部の家電製品で

取り組みが始まったばかりの

分野です。

西関東エリアでテスト検

証を終え、部材の９５％以

上が有効活用できること

を確認。順次全国に拡

大していく予定です。

マットの商品寿命が向上
繰り返し再生するレンタル商品では、商品

の品質、性能の向上と同時に、耐久性向上

に取り組んできました。

マットでは、長年の課題だった折り曲げ部

分の裏地ゴムの亀裂をなくすため、折り曲げ

耐久性を現行の１００倍に改良する技術開発

に成功。品質の大幅向上と商品寿命の延

長が期待できます。今後、さらに検証を行い

ながら、順次導入を進めていく予定です。

洗濯水のリサイクルを促進
ダスキンの工場では、使用済みのマット・

モップなどを洗濯、再生して再び商品として発

送しています。その際に使用した水は、通常、

廃水処理を経て放流されますが、その水を特

殊な処理を行いながら繰り返し使用する技術

開発に取り組んできました。その結果、約３０％

の水をリサイクルしながら使う技術を確立。現

在、全国１７工場で導入されています。

今後も商品の品質向上とともに、リサイク

ル水を使用する工場を増やす一方、すでに

この技術を導入している工場においても、さ

らにリサイクル率のアップを目指しています。

約７８０杯分
約５２万ｔ ＝

５０mプール
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●１７工場で１年間に使用されるリサイクル水の量

１工場当たりの平均リサイクル率３０％

改良マットの裏地ゴムは、太陽光の下
に４週間おいた実験でも亀裂はおこり
ません

再生できない商品は、セメント工場の燃
料として利用。さらに残った灰までセメント
原料にすることで、１００％再資源化

廃水処理施設。商品の洗浄に使用した汚
水は、処理施設で細かなホコリや汚れを取
り除き、魚がすめるほどキレイな水に戻して
放流

エネルギー
効率

８０％

洗浄過程で
発生する汚泥

セメント工場

二次活用商品
（工場用商品）

商品としての寿命を終えた
レンタル繊維製品
（マット、モップなど）

➜
➜
➜

➜

➜ ➜

回収されたモップのハ
ンドルなどは分解し、
再生プラスチックやア
ルミ、鉄、銅などの材
料にリサイクル

生産本部と全国の工場
の環境への取り組みを
まとめた「環境レポート」
も発行しています
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閉店時陳列商品の再資源化を推進
閉店時陳列商品の再資源化への取り組

みが、２００３年度には関東エリアの３７０店で本

格稼動。月間約１３３トン（ドーナツ２６６万個）が

畜産用飼料原料として再資源化されました。

対象エリア外のショップでは、ドーナツの廃

棄個数の削減を推進。製造スケジュールや

製造回数の見直しを行うとともに、「チェック

リスト」による管理を徹底し、１店舗当たり月間

平均８,０１７個の削減を実現しました。

廃油の石けん化の継続
全国のミスタードーナツショップから、年間

１,１００トンの廃油を回収し、その中の一部を液

体リサイクル石けん「純石鹸クリーンアップ」

に再生。ショップでの清掃作業などに使用し

ています。

石けん化されなかった廃油も、品質の高

さから、プラスチックやゴムの可塑剤などの

工業用として広く利用されています。

安全・安心への
取り組み

再資源化システム導
入店では、各ショッ
プより予測される廃
棄量を本部に申告

廃油をリサイクルした
「純石鹸クリーンアップ」

食品安全管理体制をさらに強化

ミスタードーナツでは、安全・安心への取り組みをさらに推進するた

めに、２００２年度より品質管理のあり方を抜本的に見直し、新しい品

質マネジメントシステムを構築。経営責任者の直属に食品安全管理

責任者を配置するとともに、直轄部署として品質保証部を独立させ、

商品企画段階から工場での生産管理、物流、ショップでの取り扱い

にいたるまで、二重三重により厳しいチェックが行えるよう体制を強

化しました。

原材料の安全性を徹底チェック

原材料に対しても、添加物や

アレルギー成分、遺伝子組み換

えの有無、残留農薬など１０項目

にわたって審査。お客さまに提

供する時点では商品に残留しな

い成分や、各種の保存・流通条

件を設定してのチェックも実施。

確実に「安全・安心」と認められ

たものだけが商品化されます。

原材料工場、物流センターへの立ち入り検査も継続的に行い、

設備やレイアウト、人的な衛生管理体制についても詳細にチェック。

第三者公的機関によるショップの衛生検査も、全店で定期的に実

施しています。

プレミアムグッズの安全管理システムも導入

２００４年度からは、プレミアムグッズについても食品同様に安全管理

を強化。お客さまに提供する商品すべての安全性を追求していきます。

すでに実施している自

社商品検査センターで

のチェックに加え、独立

した社外の検査専門

工場でのチェック体制

を組み込む予定です。

ドーナツはもちろん、プレミアムグッズまで、すべての安全性を徹底しています。

２００２年度のリサイクル量
３４０店で月間約１２５t

（ドーナツ２５０万個分）

２００３年度のリサイクル量

３７０店で月間約１３３ｔ
（ドーナツ２６６万個分）

安全・安心への取り組みはミスター
ドーナツのホームページでも公開
www.misterdonut.co.jp

商品ごとの栄養成分や
アレルギー特定原材料
情報を掲載した店頭配
布用のリーフレット。四半
期ごとに改訂し、最新情
報をお知らせ

原材料の品質管理が徹底されているか、
定期的に確認。必要に応じて改善指導
を行います
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残ったドーナツを回収するシステムを導入し
再資源化をさらに推進しています。

ミスタードーナツでは、１９７０年の事業開始以来、「もの

を大切にする」というダスキンのレンタルシステムの考え方

を継承し、全国のショップで環境に配慮した事業活動を

実施してきました。１９９３年度には、定期的に交換され廃

棄されるドーナツの揚げ油を自社で回収するとともに、回

収した揚げ油から液体リサイクル石けんを開発。ショップ

の標準的な洗剤として、清掃作業などに利用しています。

ミスタードーナツではまた、いつも新鮮なドーナツを多彩

な品揃えで提供すると同時に、ドーナツの廃棄量削減も

強化。２００１年度から、閉店時にショーケースに陳列され

たドーナツを回収し、畜産用飼料に再資源化するモデル

システムの構築にも着手。食品廃棄物の削減や有効利

用に取り組んでいます。

今後も、手づくりのおいしさと楽しさを提供することで消

費者・お客さまの期待に応えるとともに、食品などの廃棄

物削減や再資源化をさらに推進。地球環境に配慮した取

り組みを継続していきます。

食品リサイクル

飼料原料として使用 

原材料、資材 
などの運搬 

回収情報 

回収情報 

ミスタードーナツショップ 

回収した 
ドーナツを運搬 

リサイクル 
石けんを運搬 

飼料メーカー 

飼料原料として直接使用 

養豚場 

物流センター 

本部物流情報センター 

工業用に活用 

ドーナツ、 
廃油の回収 

回収した 
廃油を 
運搬 

処理工場 

処理工場 
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安全・安心への
取り組み

使用する薬剤の安全性を向上

清掃や害虫駆除、庭木管理などを行う

ケアサービスでは、薬剤使用の機会が多

いという事業特性から、他社に先駆けて薬

剤の安全性を追求し、より安全な成分へ

の切り替えを図ってきました。ＰＲＴＲ対象物

質など人体や環境に悪影響をおよぼすお

それのある物質は厳重に管理。排除を進

めています。

オフィスや家庭のおそうじサービスを提

供するサービスマスター、メリーメイドでは、

２００２年度に有機リン洗剤を完全に排除。

２００４年度中にはアレルギーの原因となる

おそれのある１３種類の成分の全廃を目指

しています。

オフィスや家庭の清掃、害虫防除、植栽管理などに利用する
薬剤だけでなく、サービス施工全体で安全性を追求しています。

磨くことで薬剤を低減する「ＵＨＳシステム」

プロのおそうじサービス・サービスマスター

では、ハードフロアの定期クリーニングサービ

スに「ＵＨＳシステム」を導入。仕上げ剤として

ワックスを塗布した床を定期的に高速バニッ

シャーで磨いて光沢を回復させます。水分を使

用しないため、洗浄汚水を最小限に抑えます。

毎回ワックスの塗布が

必要な従来のサービスに

対し、ワックスの使用量

を３５％に削減できます

（年間１２回実施の場合）。

薬剤使用を最小限にする害虫駆除システム

害虫駆除サービス・ターミニックスでは、多

量の殺虫剤などを散布して駆除する従来の

方法ではなく、予防管理に重点をおき、出来

るだけ薬剤を使用しないシス

テムを採用しています。

シロアリ駆除サービスでは、

シロアリの習性を利用し、ごく

微量の薬剤を染み込ませたエ

サで巣ごと根絶する「セントリ

コン＊・システム」を推進。ゴキブリ駆除サービ

スでは、バキューム（吸引）によりゴキブリを吸い

取った後、ベイト剤と呼ばれる毒エサをゴキブリ

の潜むポイントに最小限設置する「ベイト法」

を採用。２００３年度実施のコキブリ駆除サービ

スの９４％を占めています。 ＊ダウ・アグロサイエンス商標

薬剤の安全性を優先した庭木管理システム

トゥルグリーンでは、日本の四季

に合わせたプログラムで庭木や芝

生が生き生きと育つメンテナンス

サービスを展開しています。使用

する薬剤は、日米の安全基準に

適合したものから、さらに厳しい自

主基準を設けて選定。人体と環

境への安全性に最大限配慮しています。土

の表面を天然木質チップで覆う「マルチング」

も採用。美観向上に加え、土壌を肥沃にし

たり、雑草を抑制したりする効果があります。

薬剤だけでなく、サービス全体で安全・安心を追求

どんなに安全な薬剤でも、必要以上に使用したり、使ってはならない

場所で使用したりしてしまうと意味がありません。ダスキンでは、安全性

の高い薬剤を必要最小限に使い、最大の効果を上げることがもっとも

大切と考え、サービス時の汚水や廃棄物、残った薬剤などまで、作業

全体をトータルに配慮。サービス全体で安全性の向上を図っています。

サービスマスターでは、エ

アコンクリーニングなどで発

生する汚水の処理方法にも

十分配慮。必要なときは一

部を持ち帰って適正処理し

ています。害虫駆除を行う

ターミニックスでは、薬剤を

極力使用しない安全性の高

いサービスを取り入れ、積極

的に展開。ケアサービス全

体で、人体にはもちろん、環

境への負荷低減を考慮した

サービスを追求しています。
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ベビー用品を新品販売・買い戻し。
再利用を促進する新サービスに着手しました。
生活用品、イベント用品などのレンタルショップを全国

に展開するダスキンレントオールは、レンタルサービスを通

じて、省資源型のライフスタイルを提案してきました。社会

的ニーズが高まる介護福祉分野のレンタルもさらに強化。

商品の品揃えなどを充実させることで、サービスの範囲を

拡大しています。

ショップでは、機能や安全性をチェックし、ていねいにメ

ンテナンスした商品を中古品としても販売。２００１年度か

らはインターネット上での中古品販売も実施しています。

レンタルは、資源の循環にもっとも理想的とされるリ

ユース（再利用）サービスですが、２００３年度からは、さらに

消費者・お客さまのニーズに応える新しい

リユースシステムをテスト導入。新品を特別

価格で販売し、不要となった時点で買い戻

してレンタル品や中古品販売に活用しま

す。特に使用期間が短いベビー用品など

では、より利用しやすいサービスになるもの

と期待されています。

生活用品リサイクル

メンテナンス・修理 

ダスキンレントオールショップ 

買い戻し 新品を販売 

消費者・お客さま 

消費者・お客さま 

中古品を 
レンタル 

中古品を 
販売 

レンタル品を 
回収 

インターネットで中古品販売を促進
レンタル利用を促進するため、２００１年度よ

りホームページ「かしてネッと」をオープン。ホー

ムページ上で簡単に注文や予約が行えるよ

うになりました。

レンタル品をキレイにメンテナンスした中古

品販売も実施。それまで店頭に出向か

なければわからなかった情報

が広く伝わることで、資源

のさらなる有効活用につな

がっています。

リユースシステムで省資源
たとえば、ベビー

ベッドのレンタルは

年間約１万回。こ

れをすべて購入し

た場合と比べると、

年間約８０トンの廃棄物の削減につながって

います。個人で購入し、使い終わった後に廃

棄する場合と比べ、ゴミの量は５分の１。つ

まり、ひとつの資源が約５倍の価値を持つこ

とになります。

「かしてネッと」では、
レンタルの予約が
可能。中古品販売
も実施

www.kasite.net
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おそうじサービスで省エネに貢献
サービスマスターでは、エアコンクリーニン

グに加え、エネルギー消費量の大きい業務

用冷凍・冷蔵庫の熱交換器のクリーニング

サービスを開始。熱効率をアップさせることで

省エネルギーだけでなく、耐用年数の向上に

よる省資源にも貢献しています。

ドーナツショップの消費電力を削減
ミスタードーナツの各ショップでは、こまめ

な消灯や水道・光熱のメーターチェックなど

地道な省エネ活動を実施。２００３年度には基

準値とする１９９８年度に対し、１店舗当たり月

間平均１２％の消費電力量を削減することが

できました。

今後も活動を継続するとともに、省エネル

ギー型設備、省エネルギー型機器などの導

入を行い、さらなる消費電力量削減に取り組

みます。

陶器・ガラス食器でゴミを削減
ミスタードーナツでは１９７４年度より、店内

飲食時には、主に陶器やガラス製食器など

を使用。紙製のゴミなど廃棄物を大幅に削

減しています。

持ち帰り用パッケージなどは紙を主体と

し、リサイクル分別もしやすく、焼却時に有害

ガスが発生しないよう配慮しています。

リサイクル容器を導入
サービスマスター、メリーメイドでは、使用後

にゴミとなる洗剤・ワックスなどの容器を従来

のプラスチックや金属缶から変更。リサイク

ル可能な容器や、かさを減らして廃棄できる

クラッシュボトルにすることで、省資源とゴミ

減量を推進しています。

２００３年度は１９９９年度に対して、７０.４％の

廃棄物削減効果がありました。

レンタルユニフォームを再資源化
商業施設や医療施設などのユニフォームの

レンタル・クリーニングを行うクリーニングサー

ビスでは、レンタル満了品を回収後、廃棄品

を再資源化するシステムを導入。２００２年度よ

り、毎月２トン程度の廃棄品を熱エネルギーと

してリサイクルする取り組みを継続しています。

また、リサイクル素材

のジャンパーやエプロン

などは、糸としてリサイ

クルし、再び製品化。

靴も製造メーカーに返

却、燃料などに有効活

用されています。

子ども用品のユーズドショップ展開
利用期間が限定される子ども用品は、リサ

イクル市場のなかでも特にニーズが高い商品

です。リサイクルマートでは、２０００年度より、子

ども用品専門ユーズドショップ「ワンスアポナ

チャイルド」を展開。「ユーズド（中古）品にも

価値がある」をキーワードに、コンピューター

査定で買い取った高品質な子ども服や子ど

も用品を提供しています。

トナーリサイクルサービスを開始
２００４年度より、新たな循環型サービスとし

て、事業所のパソコン用レーザープリンター

の消耗品であるトナーカートリッジのリサイク

ルサービスを開始。２００４年度中に全国に導

入する予定です。

トナーカートリッジをレンタル時に回収し、

純正品に近い品質で再生。注文に応じて、

１５時までなら翌営業日にお届けします。使用

済みカートリッジは分別して、ドラム、金属部

品などは素材として再資源化。その他の部

分は燃料などに有効利用されます。

エアコンクリーニ
ング後は、快適
な温度になるま
でのスピードも
アップ

陶器やガラスコップを使用
することで紙製のゴミを削減

●１８リットルのプラスチック・金属缶の使用量

４０,０００

２０,０００

０

（個）

１９９９
年度

２００３
年度

３７,８７３個

１１,２１５個

７０.４％の削減
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環境保全に貢献する取り組みを
全社で推進しています。

再生原料を利用した商品を展開
２００３年度に導入された「ハイスタンダード

マット」の繊維部分には、回収ペットボトルをリ

サイクルした再生ポリエステルが使用されてい

ます。再生ポリエステルは、「吸塵・吸水マット」

の繊維部分や「レンジフードフィルター」の不

織布の繊維部分にも活用されています。

そのほかにも、再生紙や再生プラスチック

を使用した商品などに取り組んでいます。

使用時の環境負荷低減商品を開発
使用することにより、生活のなかで環境負

荷を低減する商品を充実させています。

洗剤を使わなくても汚れを落とすことができ

る「フキペット」「エコスポンジ」など、家庭排水

を汚さない商品も展開。２００４年７月には、使

用済みの油をろ過し、繰り返し使用できるよ

うにすることで廃油

を減らす天ぷら油ろ

過器「油っくりん」を

導入する予定です。

省資源型商品を導入、開発
ダスキンの便器洗浄器は、汚れを落とすと

同時に汚れの付着を防ぎ、おそうじの回数を

減らす効果があります。２００４年度に導入した

便器洗浄器「ビュー

ティークリーンオート

Ⅲ」には、節水機能

も搭載。相乗効果

により、一層の省資

源に貢献します。

エコ自動車で二酸化炭素を削減
限りある石油資源の使用量削減と、二酸

化炭素、窒素酸化物などの排出ガス低減に

よる地球温暖化防止のため、エコ自動車の

導入を進めています。

ダスキンでは１９９８年度より、営業車に天然

ガス自動車３５台をテスト導入。２０００年度には

工場と加盟店を結ぶトラックにも導入を開始

し、現在８台の天然ガストラックを使用してい

ます。営業車、トラックとも、さらに排出ガス削

減への取り組みを強化していきます。

軽量商品で配送効率を向上
配送効率を高めることで、二酸化炭素な

どの排出ガス低減を図る取り組みも行って

います。

運搬効率やトラックへの積載効率には、重

量が大きく影響します。量も多く、他の商品

よりも重量が重いマットは、長年軽量化に取

り組んできましたが、現在さらに、現状のマット

に比べて３０％の軽量化を目標に研究・開発

を続けています。

再生ポリエステルを１６％使用
した「ハイスタンダードマット」

「吸塵・吸水マット」には、
再生ポリエステルを３１％
使用

電話帳やコピー用紙などの
古紙１００％の「エコペーパー
タオル」

プラスチックをリサイク
ルした「ダストボックス
フタ付き」

揚げカスやニオイを
フィルターでキレイに
除去。使いやすく機
能性にも優れた「油っ
くりん」

開発中の超軽量マット

さまざまな環境保全活動

冷凍・冷蔵庫の心臓部
「熱交換器」のホコリを洗
浄する冷凍・冷蔵庫クリー
ニング

水にぬらして軽くこす
るだけでガンコな汚れ
を落とす「フキペット」
「エコスポンジ」

紙コップなどを

８０％削減
（年間７２５ｔ）
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環境マネジメントの充実
全国のフランチャイズ加盟店や工場とともに、

全社で国際規格ＩＳＯ１４００１にもとづいた環境マネジメントに取り組んでいます。

品質保証体制の構築
「安全」で「安心」して利用できる商品・サービスを提供するために、

お客さまと社会に求められる品質を実現する品質保証体制を強化しています。

ＩＳＯ１４００１認証の維持・継続
ダスキンでは、ＩＳＯ１４００１規格に準拠した

環境マネジメントシステムを事業活動に取り

入れ、資源の有効活用の促進や社会環境

の保全を図っています。各事業では、それぞ

れの環境方針にもとづき、本部とフランチャ

イズ加盟店が一体となって環境活動を実施、

継続しています。

環境監査の実施
フランチャイズ加盟店も含めて定期的に内

部監査を行い、環境マネジメントの有効性を

保っています。ダスキンの工場では、社外から

廃水処理など重要分野の専門家を招いて、

特別監査も実施。環境汚染事故の防止を

徹底しています。

環境関連法令への対応
工場排水などは、法令よりも厳しい自主基

準を設け、管理しています。化学物質に対し

ても、商品・サービス用薬剤だけでなく、工

場で使用される洗剤などから、ＰＲＴＲ法対象

物質の自主的な削除、排除を進めています。

２００６年より本格施行される「食品リサイクル

法」に向け、ミスタードーナツでは、閉店時陳

列商品の飼料化など、取り組みを強化して

います。

環境関連法令は、大気汚染、水質汚濁、

廃棄物管理、衛生・安全、化学物質など広

い範囲の知識を必要とするため、専門分野

の講師を招いた各種勉強会なども実施して

います。

お客さまの声を生かす体制づくり
消費者・お客さまの声を品質保証に確実

に反映させるため、お客さまサービス本部の

中に品質保証部とダスキンコールセンターを

設置しました。

２４時間３６５日対応のダスキンコールセン

ターに寄せられる消費者・お客さまの声は、

品質保証部と各事業部に素早く伝えられ、

即座に対応。業務システムの改善に生かさ

れています。

品質保証部では、商品の設計、製造、販

売、廃棄までを通じて、品質面と環境面の両

方から厳しいチェックを行い、「安全・安心」を

徹底。お客さまの健康や財産に重大な被害

をおよぼす可能性が発見、予見されるときは、

すぐに商品の出荷ストップや回収を指示し、

情報公開できる権限を持っています。

消費者代表の社外役員が参加
消費者・お客さまの声を経営に生かし、透

明で公正な企業運営を行うために、社外から

消費者を代表する２名を取締役、監査役とし

て招きました。社外取締役は、消費者・お客

さまの声への素早い対応を図る「ＶＯＩＣＥ

会議」、お客さま満足へ向けた全社規模での

政策検討の場「品質保証委員会」に参加。

つねに消費者・お客さまの視点で物事を判

断する体制を確立しています。

高いコンプライアンス体制の浸透
法令遵守にとどまらず、お客さま第一主義

に徹した企業倫理を明確にし、社内への浸

透・定着を図るため、コンプライアンス推進

部を設置しました。取締役、顧問弁護士など

で構成する「コンプライアンス委員会」も新

設し、２００４年４月には「ダスキン行動基準

（第１版）」を策定。勉強会を実施しながら、

全社の意識改革、企業風土改革に取り組

んでいます。

推進体制

ダスキン行動基準（第１版）

●品質保証体制

クリーンサービス事業
◎本部と全加盟店・支店
◎２００１年３月３０日取得
◎登録№：ＪＱＡ‐ＥＭ１４８３
◎認定機関：財団法人日本品質保証機構

生産本部
◎生産本部と全総合工場
◎２０００年３月３日取得
◎登録№：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ０９５
◎認定機関：社団法人日本能率協会

ミスタードーナツ事業
◎本部と全ショップ
◎２０００年４月２１日取得
◎登録№：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ１０４
◎認定機関：社団法人日本能率協会

ケアサービス事業
◎サービスマスター、ターミニックス、メリーメイド、トゥルグリーン、
ファシリティマネジメント、ヘルスケア、ホームインステッドの
各本部と全拠点
◎２００１年４月２７日取得
◎登録№：ＪＱＡ‐ＥＭ１５５２
◎認定機関：財団法人日本品質保証機構

レントオール事業
◎本部と全店
◎２００１年７月２６日取得
◎登録№：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ２１８
◎認定機関：社団法人日本能率協会

●PRTR法指定物質の削減状況

指定物質含有商品数 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度（目標）

クリーンサービス事業（販売用洗剤など） ４ ２※ 全廃

工場（レンタル商品再生用洗剤など） ３ ３ １

ケアサービス事業（フロアメンテナンス用薬剤など） ４１ １２ ５

※家庭用洗剤では全廃

取締役会コンプライアンス委員会

コンプライアンス推進のための
諸施策の策定

品質保証委員会

品質保証活動推進のための
諸施策の策定

コンプライアンスの
基準策定、周知、教育、

コンプライアンス違反防止策の策定

社長

お客さまサービス本部

コール
センター

VOICE会議

ご要望、クレーム
対策の妥当性
評価、提言

品質保証部

生産本部

開発研究所

クリーンサービス事業

ミスタードーナツ事業

レントオール事業

品質、環境
マネジメントの推進

お客さまの声の
収集・分析

コンプライアンス推進部

ケアサービス事業 サービスマスター、メリーメイド、ターミニックス、トゥルグリーン

その他事業

２００４年２月５日
社外講師による廃棄物管
理勉強会を開催

２００４年２～３月
全国５工場で、ＮＰＯ大
阪環境カウンセラー
協会の専門家による
廃水処理監査を実施
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企業活動のなかで、
地域のおそうじ奉仕活動を実施

ダスキンでは創業以来、世の中を「キレイ

にする」商品・サービスの提供とともに、経営

理念に込めた「喜びのタネまき」と「奉仕」の

精神から、事業所や工場など全国の各拠点

周辺の清掃活動を続けてきました。月に１度

の定期清掃活動から毎朝の日常的な清掃ま

で、パート・アルバイトを含めた従業員すべて

が、地域に貢献できるささやかな活動として

実施しています。この活動は、各事業のフラ

ンチャイズオーナーにも、ダスキンの経営理

念に賛同を得て、現在も継続されています。

また、加盟店をはじめとするダスキン企業

集団のメンバーが中心となって、年に１度、全

国で活動日を決め、地域の方々も交えた清

掃活動も行っています。

小学校へのおそうじの授業で
環境への関心も喚起

教育機関と産業界が連携し、企業の学校

教育への参加・貢献を可能にする「産業協

力授業プロジェクト」に参加。ダスキンの企

業活動や環境への取り組みを紹介しながら

おそうじの意義を学んでもらうカリキュ

ラムを作成し、２００３年１０月より、大阪府の

２つの小学校で、先生方と協力して、総合

学習の授業を行いました。

授業では、日々のおそうじが清潔で心地

よい暮らしにつながることを伝えるととも

に、環境を汚さない心配りを紹介。環境へ

の関心を高めました。

暮らしの快適化生活研究所では、この授

業内容を短時間にまとめた「普及版カリキュ

ラム」を作成。小学校の授業でそのまま活

用できるよう、ホームページ上で公開してい

ます。

１９６３年 ２月 ダスキン創業 フランチャイズチェーンを通じてダストコントロール商品の「レンタルシステム」を展開

１９７１年 ２月 平塚工場（現・神奈川工場）に廃水処理装置第１号を導入

１９７３年１２月 レンタル再生工場４０工場に廃水処理装置を導入完了

１９７４年 ６月 廃水の高度生物処理法「固定床式接触酸化法」開発・導入

１９９０年 ６月 廃棄物の自社処理施設として「スラッジ用焼却炉」「乾留ガス化炉」導入

１９９３年 ７月 ミスタードーナツが廃油の石けん化開始

１９９４年１１月 ミスタードーナツがエコロジカル・フードサービス部門において「農林水産大臣賞」受賞

１９９８年 ４月 レンタル営業車に「天然ガス自動車」を２０台テスト導入

１９９８年１１月 「クリーンアップザワールド」世界１２２カ国加盟の環境美化活動協賛

１９９９年 ２月 大阪中央工場 ＩＳＯ１４００１認証取得

２０００年 ３月 全国３０の総合工場・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２０００年 ４月 ミスタードーナツ全ショップ・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００１年 ３月 訪販サービス（クリーンサービス）全店・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００１年 ４月 ケアサービス（サービスマスター、ターミニックス、メリーメイド、トゥルグリーン、ファシリティマネジメント、ヘルスケアの
６事業）全拠点・各本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００１年 ７月 ダスキンレントオール全店・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００３年 ３月 全国４７の全総合工場 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００３年１２月 配送委託会社御船運輸が「くまもとクリーン大賞」受賞

２００４年 ３月 全国の工場設置焼却炉を廃止

社　名 株式会社ダスキン【ＤＵＳＫＩＮＣＯ.,ＬＴＤ.】

本　社 〒５６４-００５１大阪府吹田市豊津町１番３３号

代表者 代表取締役社長　伊東英幸

設　立 １９６３（昭和３８）年２月４日

資本金 １１３億５,２９４万円（２００４年３月３１日現在）

株式会社ダスキン売上高 ２,００３億円（２００３年度）

全国チェーン店お客様売上高 ４,４８４億円（２００３年度）

従業員数 １,７５６名（２００４年３月３１日現在）

国内拠点数 （２００４年３月３１日現在）

クリーンサービス事業 ２,２４２店

生産本部 ４７工場

ミスタードーナツ事業 １,３１９店

ケアサービス事業

サービスマスター ９３４店

ターミニックス ３２１店

メリーメイド ３１８店

トゥルグリーン ４０店

レントオール事業 １４０店

他 ７３３拠点

２０００年６月より、大阪市のアジア太
平洋トレードセンター「ＡＴＣグリーン
エコプラザ」に、ダスキンブースを開
設。ダスキンの環境保全の考え方
や具体的な取り組みを紹介してい
ます

ホームページ上でもダスキンの環境
保全活動の取り組みを公開。事業
ごとの活動や商品開発の方向性
などを紹介しています
www.duskin.co.jp

祈りの経営ダスキン経営理念

一日一日と今日こそは

あなたの人生が（わたしの人生が）

新しく生まれ変わるチャンスです

自分に対しては

損と得とあらば損の道をゆくこと

他人に対しては

喜びのタネまきをすること

我も他も（わたしもあなたも）

物心共に豊かになり（物も心も豊かになり）

生きがいのある世の中にすること

合掌

ありがとうございました

発行およびお問い合わせ先
株式会社ダスキン お客さまサービス本部 品質保証部 環境推進室

ＴＥＬ０６‐６８２１‐５８０１ ＦＡＸ０６‐６８２１‐５７０３
２００４年６月発行

ダスキンピア（本社）

普及版カリキュラムがダウンロードできる、
暮らしの快適化生活研究所ホームページ
「わたしのおそうじ大学」

www.osouji.com


